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【発行日】平成23年8月25日(2011.8.25)

【公開番号】特開2010-39379(P2010-39379A)
【公開日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-007
【出願番号】特願2008-204581(P2008-204581)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  21/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  21/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月8日(2011.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベース部と鏡体部とこれらを連結保持する支柱とを備え、
前記ベース部には、光軸中心に回転自在なステージが載置され、
前記鏡体部には、焦準機構を有するレボルバーと、光軸中心に回転自在な鏡筒とが設けら
れた正立型の顕微鏡において、
前記支柱は、正立状態を維持した状態で着脱可能に構成されることを特徴とする顕微鏡。
【請求項２】
前記ベース部と前記鏡体部とに、前記支柱を上下方向に位置決めして固定する固定つまみ
を備えたことを特徴とする請求項１に記載の顕微鏡。  
【請求項３】
前記支柱の下端に上下方向に複数の段差を設け、前記ベース部の溝部に突起部を設け、前
記段差が前記突起部に嵌合可能であることを特徴とする請求項１又は２に記載の顕微鏡。
【請求項４】
前記支柱は、前記鏡体部に４本設置され、前記支柱は、シャフトを上下方向に摺動可能に
内装する円筒部材によって構成され、前記支柱下部に調整ねじを設け、前記支柱下端に弾
性部材を備えたことを特徴とする請求項１に記載の顕微鏡。
【請求項５】
前記鏡体部と前記ベース部のそれぞれの側面に複数のねじ穴が設けられ、前記支柱は、前
記ねじ穴にボルトにより選択的に固定可能であることを特徴とする請求項１に記載の顕微
鏡。
【請求項６】
前記鏡体部と前記ベース部はそれぞれ磁性部材を備え、前記支柱は前記磁性部材に対して
磁力によって着脱可能なマグネット部を備えたことを特徴とする請求項１に記載の顕微鏡
。
【請求項７】
標本を移動させるステージを有するベース部と、
レボルバーと鏡筒とを有する鏡体部と、
前記ベース部と前記鏡体部とを連結保持するとともに、正立状態を維持した状態で着脱可
能な支柱と、
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を備えることを特徴とする顕微鏡。
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